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領土議連、海保監視強化要請を決議 

 

 超党派の「日本の領土を守るため行動する議員連盟」（山谷えり子会長）は７日、日本の排他的経済水域

（ＥＥＺ）の基点に地名を定め、日本の領土だと明確化するよう求める決議文を採択した。近く首相官邸

に提出する。決議では、周辺海域で操業する漁業者の安全性を確保するための関連法の整備や海上保安庁

の監視態勢強化も要請。尖閣諸島を念頭に民間個人が所有する島の国有化や、２２日の「竹島の日」の関

連行事に政府関係者が出席するよう求めた。 

 


